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■
集
会
内
容
と
会
場

平
素
よ
り
の
差
別
撤
廃
、
民
主
主
義
発
展
に
む
け
た
御
努
力
に
た
い
し
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
さ
て
御
案
内
の
通
り
、
来
た
る
十
月
四
日
か
ら
六

日
に
か
け
て
、
「
部
落
解
放
研
究
第
二
十
回
全
国
集
会
」
が
広
島
市
に
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
国
際
平
和
年
」
で
あ
る
本
年
に
、
広
島

市
で
開
催
さ
れ
る
本
集
会
は
、
同
時
に
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
む

け
た
闘
い
の
重
要
な
局
面
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
誠
に
意
義
深
い
集

会
と
な
り
ま
す
。
こ
の
集
会
は
部
落
解
放
同
盟
を
は
じ
め
、
多
く
の
諸
団
体

が
協
力
し
て
集
会
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
例
年
以
上
の
意
義
あ
る
集
会
に

し
よ
う
と
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
当
研
究
所
も
そ
れ
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
部
落
問
題
に
関
心
の
あ
る
多
数
の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

（
な
お
、
詳
細
な
開
催
要
綱
の
必
要
な
方
は
、
部
落
解
放
同
盟
各
都
府
県

連
ま
た
は
中
央
実
行
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。
）

９
．
釦

正
午

９
．
ｍ
 

１７ 
● 

0０ 

ｎ
．
叩

第
一
一
日
目
…
。
：
…
…
分
科
会
（
次
頁
参
照
）

第
二
｜
日
ヨ

集
｜
日
ヨ

鄙
・
侶
急
｝
印
究
」
｜
江
回
玉
一
一
一
会
の
，
Ｉ
｜
』

開
会

問
題
提
起
「
基
本
法
制
定
に
む
け
て
」

（
各
釦
分
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①
国
会
内
で
の
闘
い
と
課
題

②
国
民
運
動
の
ひ
ろ
が
り
と
課
題

③
部
落
解
放
研
究
を
め
ぐ
る
諸
課
題

集
会
ま
と
め
（
巧
分
）

集
会
ア
ピ
ー
ル

閉
会

受
付
莞
姶

開
会

主
催
・
来
賓
挨
拶
（
ｎ
分
）

基
調
報
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（
妬
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）

特
別
ア
ピ
ー
ル
（
国
際
平
和
年
・
広
島

か
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ア
ピ
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記
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嚢
０
８
２

（
皿
）
３
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４
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星
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立
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育
姑

島
県
立
体
育
鐘

△
白
已
云
ウ
白

○
国
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云
ウ
［

Ｉ 
■
参
加
費
：
．
…
四
千
円

①
参
加
費
は
、
部
落
解
放
同
盟
の
各
都
府
県
連
で
一
括
集
約
致
し
ま

す
。

②
｜
般
参
加
の
方
は
、
当
該
都
府
県
連
か
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
（
当
日
参
加
も
可
能
）

③
参
加
費
の
振
込
み
は
下
記
の
と
こ
ろ
へ
お
願
い
し
ま
す
。

大
和
銀
行
桜
川
支
店

（
普
通
預
金
）
４
２
６
３
０
４

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
（
全
研
）
上
杉
佐
一
郎

■
宿
泊
費

①
四
千
円
’
’
万
二
千
円
で
Ａ
・
Ｂ
。
ｃ
ラ
ン
ク
あ
り
。

②
宿
泊
・
昼
食
の
申
し
込
み
は
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

〒
加
広
島
市
中
区
紙
屋
町
一
丁
目
一
一
番
十
七
号

日
本
交
通
公
社
国
内
・
海
外
団
体
旅
行
広
島
支
店

（
担
当
》
岩
田
・
坂
東
）

電
話
０
８
２
（
川
）
１
６
２
９

■
集
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

部
落
解
放
研
究
第
二
十
回
全
国
集
会
中
央
実
行
委
員
会

⑪
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部

東
京
都
港
区
六
本
木
一
一
一
’
五
’
十
一
週
０
３
（
棚
）
７
０
０
７

②
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
大
阪
事
務
所

大
阪
市
浪
速
区
久
保
吉
一
’
六
’
十
二
壁
０
６
（
邪
）
３
０
４
６

■
集
会
テ
ー
マ
…
…
全
国
研
究
集
会
二
十
周
年
を
契
機
に
、
国
民
運
動
の
力

で
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
を
か
ち
と
る
と
と
も

に
、
完
全
解
放
へ
の
確
か
な
未
来
と
展
望
を
き
り
ひ

シ
ら
こ
》
っ
。

■
主

催
：
。
…
部
落
解
放
研
究
第
二
十
回
全
国
集
会
中
央
実
行
委
員
会

（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
／
部
落
解
放
中
央
共
闘

会
議
／
㈱
部
落
解
放
研
究
所
／
同
和
問
題
に
と
り
く

む
宗
教
教
団
連
帯
会
議
／
広
島
同
和
問
題
企
業
連
絡

会
／
全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
／
全
国
大
学
同
和

教
育
研
究
協
議
会
／
現
地
実
行
委
員
会
）

■
期

日
：
．
…
一
九
八
六
年
十
月
四
日
（
土
）
・
五
日
（
日
）
・
六
日
（
月
）

■
日

程

如月６日｜受付一総括集会

、
一
日
５
日

ｎ
月
４
日

溺
曰
ノ
ノ
’
９
Ⅲ

角
刻
一
加
加
兀
卯
、

部
落
解
放
研
究
所
お
し
ら
せ

｜’ 受
付
一
分
科
合
一
昼
食
一
分
科
会

受
付
一
全
体
集
会

)（ 記
者
会
見

分
科
会
打
合
せ

I 
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〈
分
科
会
一
覧
〉

１ ２ 
４ ３ 

部
落
史
研
究
と
部
落

解
放
理
論
の
諸
課
題

部
落
解
放
と
共
同
闘

争
の
現
状
と
課
題

狭
山
再
審
闘
争
と
司

法
民
主
化
へ
の
闘
い

差
別
事
件
の
実
態
と

糾
弾
闘
争

⑪
部
落
の
完
全
解
放
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
部
落
解
放
遅
論
を
発
展
さ
せ
よ
う
。

②
部
落
解
放
運
動
へ
の
敵
対
を
深
め
て
い
る
「
国
民
的
融
合
」
論
を
批
判
し
よ
う
。

③
戦
後
四
十
年
の
部
落
解
放
運
動
の
歩
み
を
明
ら
か
に
し
、
差
別
と
の
闘
い
の
歴
史
に
学
ぼ
う
。

ｕ
広
島
に
お
け
る
、
部
落
史
・
解
放
運
動
史
研
究
の
成
果
に
学
び
、
各
地
域
で
の
部
落
史
。
運
動
史
研

究
を
前
進
さ
せ
よ
う
。

凹
各
地
域
に
お
け
る
部
落
解
放
共
同
闘
争
の
実
践
を
通
し
て
、
共
闘
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
反
差
別
共
同
闘
争
を
前
進
さ
せ
、
人
権
擁
護
の
活
動
を
強
め
よ
う
。

⑧
「
臨
調
・
行
革
」
、
「
臨
教
審
」
攻
撃
と
対
決
し
、
政
治
の
反
動
化
を
阻
止
し
よ
う
。

四
国
際
平
和
年
を
契
機
に
人
権
・
反
核
・
平
和
の
草
の
根
運
動
を
全
国
に
ひ
ろ
げ
よ
う
。

山
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
必
要
性
と
内
容
を
深
め
よ
う
。

⑪
狭
山
第
二
次
再
審
請
求
の
学
習
を
深
め
よ
う
。

②
狭
山
再
審
闘
争
の
具
体
的
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

③
狭
山
差
別
裁
判
の
不
当
性
を
明
ら
か
に
し
、
石
川
さ
ん
無
実
の
真
相
を
全
国
民
に
ひ
ろ
げ
よ
う
。

四
勤
労
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
狭
山
闘
争
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
共
同
闘
争
の
輪
を
さ
ら
に

ひ
ろ
げ
よ
う
。

⑤
相
つ
ぐ
再
審
の
流
れ
を
教
訓
と
し
、
狭
山
再
審
実
現
の
糧
と
し
よ
う
。

⑥
司
法
の
民
主
化
と
、
再
審
の
門
を
ひ
ろ
げ
る
は
ば
ひ
ろ
い
国
民
運
動
を
つ
く
り
出
そ
う
。

へ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
柱
〉

⑩
糾
弾
闘
争
の
現
状
と
課
題
。

②
最
近
の
差
別
事
件
の
特
徴
。

⑧
こ
れ
か
ら
の
差
別
糾
弾
の
課
題
。

蕪 〈
基
調
報
告
〉

大
賀
正
行

（
部
落
解
放
研
究
所
）

渡
辺
俊
雄

（
部
落
解
放
研
究
所
）

〈
助
三
者
〉

寺
木
伸
明

（
桃
山
学
院
大
学
）

秋
定
嘉
和

（
池
坊
短
大
）

〈
司
会
者
〉

小
林

茂
（
部
落
解
放
研
究
所
）

中
尾
健
次

（
大
阪
教
育
大
）

〈
基
調
報
告
〉

小
森
龍
邦

（
解
放
同
盟
嘗
記
長
）

〈
助
言
者
〉

加
藤
徹
夫

（
総
評
）

侍
鳥

恵
（
日
教
組
）

〈
司
会
者
〉

大
原
将
爾

（
総
評
）

政
平
智
春

（
広
島
）

〈
基
調
報
告
〉

吉
元
成
治

（
中
央
狭
山
闘
争
木
部

事
務
局
長
）

〈
特
別
報
告
〉

狭
山
事
件
再
審
弁

護
団

再
審
運
動
関
係
者

・
学
者

〈
助
言
者
〉

（
未
定
）

〈
司
会
者
〉

（
未
定
）

（
埼
玉
）
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「
部
落
解
放
基
本

法
」
制
定
に
む
け
て

の
闘
い

都
市
部
落
の
現
状
と

課
題

農
漁
村
部
落
の
現
状

と
課
題

部
落
の
生
活
の
現
状

と
課
題

⑩
部
落
実
態
調
査
を
早
急
に
分
析
し
、
都
市
部
落
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
要
求
白
書
を
ま
と
め
あ
げ
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
内
容
を
深
め
よ
う
。

③
一
般
周
辺
地
域
住
民
の
要
求
と
部
落
の
要
求
を
結
合
さ
せ
た
闘
い
を
進
め
る
た
め
、
地
域
周
辺
共
闘

の
と
り
く
み
を
強
め
よ
う
。

四
都
市
部
落
に
お
け
る
住
環
境
対
策
に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い
住
宅
と
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

よ
う
。

⑤
地
区
内
施
設
の
民
主
的
管
理
を
行
い
、
施
設
を
有
効
に
利
用
し
、
真
に
部
落
解
放
の
拠
点
に
し
よ

》
っ
。

⑥
都
市
部
落
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
地
・
万
自
治
体
や
、
建
設
省
を
は
じ
め
と
し
た
、
政
府
へ
の
要
求

を
強
化
し
よ
う
。

山
農
業
ｑ
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
活
用
に
よ
る
実
態
調
査
結
果
よ
り
、
今
日
の
農
山
漁
村
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
。

②
農
漁
協
、
森
林
組
合
に
よ
る
部
落
問
題
の
取
り
組
み
の
調
査
結
果
よ
り
、
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
。

③
こ
れ
ま
で
の
農
林
漁
業
関
係
の
同
和
対
策
事
業
を
点
検
し
、
今
日
の
差
別
の
実
態
を
抜
本
的
に
解
決

す
る
た
め
の
基
本
法
と
そ
の
施
策
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑪
今
日
に
お
け
る
部
落
の
生
活
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
「
同
対
審
」
答
申
二
十
年
の
総
括
と
、

「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
む
け
て
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
福
祉
・
社
会
保
障
切
捨
て
の
「
臨
調
・
行
革
」
路
線
に
よ
る
部
落
の
生
活
破
壊
の
現
状
と
反
撃
の
方

向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

③
部
落
の
生
活
保
護
受
給
者
、
老
人
、
障
害
者
、
母
子
家
庭
等
の
実
態
と
組
織
化
の
方
向
を
明
ら
か
に

し
よ
う
。

四
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
周
辺
地
区
住
民
と
の
共
同
闘
争
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

⑩
部
落
婦
人
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
部
落
婦
人
の
要
求
を
ま
と
め
よ
う
。

②
婦
人
の
共
同
闘
争
の
現
状
に
つ
い
て
交
流
し
よ
う
。

⑧
女
子
差
別
撤
廃
条
約
と
部
落
婦
人
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、
条
約
の
具
体
化
を
か
ち
と
ろ
う
。
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川
本

（
奈
良
）

〈
助
言
者
〉

大
原
・

（
衆
議
院
議
員
）

一
員
野
真

（
香
川
大
学
）

〈
司
会
者
〉

中
村
徹

（
広
島
）

塩
谷
隆

（
大
阪
）

〈
基
調
報
告
〉

駒
井
昭
雄

（
解
放
同
盟
中
執
）

〈
助
言
者
〉

三
輪
嘉
男

（
大
阪
市
大
）

一
声
田
卓
司

（
四
国
学
院
大
）

内
田
雄
造

（
東
洋
大
）

〈
司
会
者
〉

片
岡
明
幸

（
埼
玉
）

新
斗
沢
数
秀

（
奈
良
）

谷
本
た
か
し

（
全
日
農
）

石
一
工
清
英

（
部
落
解
放
研
究
所
）

竹
下
義
喜

〈
司
会
者
〉

伊
沢
卓
士

（
高
知
）

梅
田
勇

（
岡
山
）
．

〈
基
調
報
告
〉

北
山
誠
一

（
解
放
同
盟
中
執
）

〈
助
言
者
〉

大
津
静
夫

（
部
落
解
放
研
究
所
）

楠
敏
雄

（
全
障
連
副
幹
事
）

大
谷
強

（
大
阪
府
立
大
）

〈
司
会
者
〉

木
下
達
夫

（
広
島
）

平
沢
徹

（
大
阪
）

〈
基
調
報
告
〉

羽
音

塗二
（
解
放
同
盟
中
執
）

〈
助
言
者
〉

〈
基
調
報
告
〉

野
本
せ
つ

（
埼
玉
）

〈
助
言
者
〉

土
井
た
か
子

（
衆
議
院
議
員
）

澄亨 動弘郎
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乳
”
互
児
の
｛
芙
能
〕
上
毒
訊
一
へ
。
【
床
畜

部
落
婦
人
の
現
状
と

課
題
，

部
落
産
業
の
現
状
と

課
題

部
落
の
労
働
の
現
状

と
課
題

政
教
育
の
課
腰

劃
吉
戸
の
》
詠
悪

⑩
部
落
の
高
校
生
・
大
学
生
の
進
路
実
態
や
親
の
教
育
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
「
臨
教
審
」
と
対
決
し
、
真
に
部
落
解
放
を
展
望
し
う
る
教
育
行
政
政
策
の
方
向
を
討
議
し
よ
う
。

⑧
大
学
解
放
奨
学
金
貸
与
化
反
対
闘
争
の
経
験
を
交
流
し
、
「
所
得
制
限
」
導
入
、
高
校
解
放
奨
学
金

貸
与
化
の
動
き
と
対
決
し
、
「
給
与
制
」
復
活
の
闘
い
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

側
大
学
、
と
り
わ
け
、
教
員
養
成
大
学
に
お
け
る
解
放
教
育
の
と
り
く
み
と
、
部
落
解
放
に
貢
献
す
る

大
学
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
。

⑤
今
後
の
文
部
省
地
方
教
育
行
政
と
の
交
渉
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

(3)（２）（１） 
Ｉ題就部
Ｌを職落

⑪
答
申
二
十
年
「
特
措
法
」
十
七
年
の
成
果

②
今
日
の
情
況
を
ふ
ま
え
、
産
業
振
興
の
今

⑧
「
総
合
的
、
抜
本
的
な
産
業
振
興
対
策
」

促
進
に
む
け
た
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

四
地
域
別
、
階
層
別
、
コ
ー
ス
別
に
仕
事
保
障
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
要
求
の
ほ
り
お
こ
し
、
組
織

化
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

凸
解
放
運
動
の
担
い
手
に
育
て
る
た
め
、
地
域
教
育
一
百
集
団
の
確
立
を
砧

鄙
装
鱈
差
別
の

乱
差 霞
教
審
一
路
線
に
対
決
し
壱
つ
る
教
育
実
践
を
明
ら
か

ロ
の
如
宰
塔

亘
隊
に
｛
回
け
》
て
［
床
｛
旨
六
】
谷
の
一
見
官

の
労
働
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
展
望
を
き
り
ひ
ら
こ
う
。

差
別
撤
廃
運
動
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ｎ
号
条
約
の
批
准
、
法
的
規
制
に
む
け
た
課

明
ら
か
に
し
よ
う
。

Ｃ
ｕ
号
条
約
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
雇
用
創
出
・
雇
用
促
進
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
安
定
雇
用

ｂ
允
乞
一
ケ
｝
自
国
。
」
、
に
翫
四
の
毛
ね
丑

）
２
６
旨
３
７

ｚ
、
よ
）
つ
し
に
｛
目

四
洋
眺
海
上
←
と
相

車
拡
一
一
臨
教
審
一
路
線

Ｚ
Ｏ
ｒ
つ
』
一
二
少
唱
旦
歴
肛
廻

ｐ
ラ
ヴ

と
残
さ
れ
た
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

の
確
立
に
む
け
討
議
を
深
め
る
。

日
立
が
ロ

１
１
…
 

一
の
か
を
弔
蛆
ら
か

）
の
ふ
り
犯

ひ
｛
と
牢
士
ら
か
に
し
、
厳

Ｕ
：
ｊ
β
－
６
 

、
宵
条
件
毅

》
功

〈
基
調
報
告
〉

井
戸
大
一
英

（
大
阪
）

村
越
末
男

（
全
国
大
学
同
教
）

〈
助
―
―
三
者
〉

中
西
績
介

（
衆
議
院
議
員
）

茜
．
田
層

柴
山
恵
美
子

（
婦
人
問
題
研
究
者
）

〈
司
会
者
〉

丹
村
末
子

（
福
岡
）

北
山
俊
乃

（
京
都
）

齢
木
榿
乢
蔵

（
関
西
大
学
）

〈
基
調
報
告
〉

浅
野
隆

（
大
阪
）
．

〈
助
言
者
〉

川
ロ
正

（
解
放
同
盟
会
計
）

鶴
嶋
雪

（
関
西
大
）

田
中

（
関
西
大
）

〈
司
会
者
〉

（
未
定
）

（
広
島
）

〈
基
調
報
告
〉

本
多
義
信

（
解
放
同
盟
中
執
）

〈
助
言
者
〉

吉
村

励
（
奈
良
産
業
大
）

〈
司
会
者
〉

宮
原
勝
幸

（
広
島
）

梅
《
氷
茂
美

（
福
岡
）

ゴ
眉
尹
学
衰
向

十
一
島

蒙
白
（
県
》
関
展

星
］
珀
竺
［

竺
翠
覗
却
報
垈
己

Ⅳ
（
【
回
ｕ
二
『
『
丘
冗
尹

首
冒

扉
達
三
由

ｚ
召

』シ■Ｐ西口■ＤＣ二ｓ■・巴■Ｆｊ・■０』Ｐｂ■■■■■碩已■ＤＰ圧■７６▲■■一月●０｜●■・』■■ｂ■■Ｐｐｎ。■■■■▲７１瓜●．、Ｆ１▲』ⅢＰＧ■ＰｐＰ６ＰＰがり心ⅢＬ■吉一●■■

国
Ⅲ

充嶺志 広

） 
ずや

乳幼児の実態と就学前教育の課題

⑪部落差別の実態が子どもにどのような影響を与えているのかを明らかにし、めざす子ども像に向けて保育内容の見直しをしよう。②保護者組織を高めるためにどのような活動をしているのか交流しよう。⑧保育つぶしを狙う「行革」「軍拡」「臨教審」路線に反対し、保育条件改善のたたかいをどのように進めているのか交流しよう。
Ｄ 

●■ ■ 

巳●巳●

側解放運動の担い手に育てるため、地域教育者集団の確立をめざして、どのような取り
●■ 組みをしているのかを交流しよう。

２ １ ３ １ 

子どもの実態と学校教育の課題

⑪「臨教審」路線に対決しうる教育実践を明らかにしよう。〉②今日の部落の子どもたちの状況を明らかにしよう。⑧部落の子どもたちがどのように自己形成しようとしているのか明らかにしよう。凶どういったところで、子どもたちの自立が図られているのかを明らかにしよう。⑤子どもたちの自己形成の方法が、どう確かめられているのかを明らかにしよう。
色■

〈基調報告〉岡田健吾
（香川）人助言者〉鈴木祥蔵（関西大学）玉置哲淳（大阪教育大学）八司会者〉白須義和（奈良県解保）．時本みどり

（広島）

〈基調報告〉中島敏彦（解放同盟中執）〈助言者〉梅原達也（大阪府同教）
桂

正孝
（大阪市大）〈司会者〉荒木康雄

（全同教）「
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1４ 1６ 1５ 
1８ 1７ 

部
落
の
教
育
実
態
と

教
育
行
政
・
大
学
の

課
題

隣
保
館
（
解
放
会
館
）

活
動
の
現
状

市
民
啓
発
の
現
状
と

課
題

教
者
の
課
題

職
場
啓
発
の
現
状
と

課
題

部
落
差
別
問
題
と
宗

⑪
部
落
解
放
基
本
法
制
定
闘
争
に
お
け
る
解
放
会
館
（
隣
保
館
）
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
部
落
実
態
調
査
の
と
り
く
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

⑧
啓
発
意
見
具
申
の
積
極
面
を
活
用
し
、
地
域
及
び
周
辺
地
域
へ
の
啓
発
活
動
を
強
化
し
よ
う
。

側
隣
保
館
（
解
放
会
館
）
に
お
け
る
と
り
く
み
を
交
流
し
よ
う
。

Ｕ
差
別
意
識
の
現
状
と
啓
発
効
果
を
分
析
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
マ
ス
コ
ミ
・
文
化
６
社
会
教
育
の
と
り
く
み
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

⑧
地
域
に
お
け
る
人
権
草
の
根
運
動
の
意
義
と
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

⑪
宗
教
団
体
は
部
落
差
別
問
題
解
決
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
し
て
き
た
か
。

②
宗
教
団
体
の
と
り
組
み
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
。

⑧
宗
教
者
自
身
の
個
人
的
課
題
と
し
て
部
落
差
別
問
題
が
何
を
提
起
し
て
い
る
か
。

四
宗
教
者
の
部
落
差
別
問
題
解
決
へ
の
今
後
の
展
望
と
問
題
点
は
何
か
。

⑩
職
場
啓
発
を
推
進
す
る
た
め
の
内
容
創
造
と
体
制
整
備
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

②
各
地
の
実
践
を
交
流
し
合
い
、
今
後
の
職
場
啓
発
の
充
実
を
は
か
ろ
う
。

⑧
部
落
差
別
の
実
態
を
踏
ま
え
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定
に
向
け
た
企
業
の
社
会
的
責
任
を
明
ら
か
に

し
よ
う
。

門
田
秀
夫

（
全
同
教
）

海
老
原
治
善

（
東
京
学
芸
大
）

〈
司
会
者
〉

上
田
誉
志
美

（
関
西
大
）

前
川

実
（
部
落
解
放
研
究
所
）

〈
基
調
報
告
〉

山
ロ
富
造

（
兵
庫
）

〈
助
言
者
〉

原
野
宗
任

（
解
放
同
盟
統
制
委
員

長
）

〈
司
会
者
〉

浮
穴
正
博

（
大
阪
）

楠
〆
木
克
弘

（
奈
良
）

〈
基
調
報
告
〉

元
木

健
（
大
阪
大
学
）

橘
川
真
彦

（
宇
都
宮
大
学
）

〈
助
言
者
〉

岩
田
直
二

（
演
出
家
）

田
結
荘
‐
菅
治

（
部
落
解
放
研
究
所
）

林
力

（
九
州
造
形
短
大
）

〈
基
調
報
告
〉

小
野
一
郎

（
同
宗
連
）

〈
助
言
者
〉

松
根

鷹
（
部
落
解
放
研
究
所
）

小
野
一
郎

（
同
宗
連
）

蓮
池
瑞
旭

（
同
宗
連
）

〈
司
会
者
〉

泉
十
次

（
同
宗
連
）

〈
基
調
報
告
〉

吉
田
勝
夫

（
愛
知
）

〈
助
言
者
〉

香
野
貞
人

（
部
落
解
放
研
究
所
）

〈
司
会
者
〉

広
島
同
和
問
題
企

業
連
絡
会

東
京
同
和
問
題
企

業
連
絡
会

〈
司
会
者
〉

森
下
冷
蔵

（
鳥
取
）

加
藤
敏
明

（
部
落
解
放
研
究
所
）






